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プラス思考の療育

子どもの「出来そうなこと」・「出来ること」を

見つけて強めていこう！

１．笑顔を多くしよう（⇒人生を肯定的に）

２．もっとしたい、もう一度したいと思う経験を

（⇒明日を拓く今日の喜び）

３．達成感(できること)を増やそう（⇒成長・発達として）

活動・生活を楽しむ

障害児の生活の豊かさ・充実を求めて



いま、何を優先するのか

できないことを目標にしない

できそうなことを見つける

障害児の子育てでは常に問われる

潜在能力の開花

例①歩行か移動か
②音声言語かコミュニケ－ションか
③お金の計算か買い物か等々



療育とは適切に配慮された子育て
対象 の 特性を 把握している
(障害児) (特別な困難)   (理解)

(得意・苦手)

配慮された
子育て

適切な育児(介入・アプローチ)
この子に

いま、何をしたら最適か
どんな介入が適切か
どう接すれば適切か

適切に





















体罰の影響
• １．体罰を受けて育った人は、自分の子どもに体罰を与える。
• ２．体罰は、反抗的な子どもを生み出す。
• ３．体罰を受けて育った子どもは、道徳心が低く、より攻撃的に
育つ。けんかやいじめ、反社会的行動をするようになる傾向もあ
る。

• ４．体罰を長期的に、またより厳しい体罰を受けて育った子ども
は、将来うつや不安症、薬物依存などに陥るリスクが高い。

• ５．体罰により親子関係の質が低下する。
• ６．体罰を受けた子どもは、自らの家族伴侶恋人に暴力を振るう
ようになる傾向がある。

• ７．体罰を受けた子どもは受けていない子どもに比べて、暴行さ
れ重症を受けるリスクが７倍もある。（日本行動分析学会）



むぎのこで用いている
ボーイズタウン
コモンセンスペアレンティング
• 暴力を使わず子どもを育てるスキル・技術を親に教えるこ
とで、虐待の予防や関係性の回復をめざします。愛着・行
動理論の背景をを元に、効果的にしつけるスキルを視覚教
材を用いてロールプレイやモデリングによって学びます。

• このプログラムの効果は、平成29年度子供子育て支援推進
事業調査研究「保護者プログラムの充実に関する調査研究
報告書」に記されている。

• 保護者だけではなく、職員全員が初級指導者以上の資格を
取って、子どもへの教育法として用いている。



行動は学習されたもの
（悪い子はいない）

• 子どもの適応行動を促す方法
• A.きっかけ（先行事象）→ B. 子どもの行動→ｃ.結果
• 向社会的なスキルを教える
• 結果を用いる。（将来に影響する）「ありがとう」or「珍し
いね雨降るね。」

• 好ましくない言葉かけ→好意に満ちた言葉かけに変える。
• 「前も同じことしていたね」→「〇〇まではできているね。
次は□□を頑張ろう」

• 上手の褒めるテクニック
• 見通しがないと不安になるので、わかりやすい言葉かけや視
覚的支援・構造化などを大切にする。

• （平成２７年通常学級における特別支援教育の視点を生かした「実践事例集」
北海道教育委員会）
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